
 

 

 

 

 

 

1. 『令和の宿舎って結局どうなの？』／山田優芽 

現宿舎民が語る宿舎の話 

 

2. 『筑波大生ならではの言葉、ご存じですか？』／西村大祐 

『筑波大学キャンパスことば集』刊行 ウェブでも公開 

 

3. 『一の矢コート』改修プロジェクト始まる ／天野隼太 

  筑波大学硬式テニス愛好会 FOREST がクラウドファンディング実施 

 

4.  『生まれ変わった 1B 棟・1C 棟』／加藤総一朗 

改修工事の完了と私達学生 

 

5.  『意外と知らない筑波大学の身の回り』／中村瑞歩 

筑波大学周辺の穴場スポットを散策 

 

 



 

「宿舎に住んでいた？/住んでいるの？」。初対面の人と話が続かなくなるととりあえず

この質問を投げかけてみます。 

相手が「住んでいる/住んでいた」と言えば、そこには宿舎民（宿舎に住む筑波大生）と

しての絆が生まれ、話が弾みます。「虫出たことある？」「ベッド縦置きできた？」「シャワ

ー混むよね」などなどネタには尽きません。「住んでいない」と言った場合は、宿舎での暮

らしを、自虐を交えて紹介します。「トイレに行くにも部屋を出なきゃいけなくてさあ」「狭

くて物を増やせないよ」などなど不満は尽きません。「早くアパ民（アパートに住む筑波大

生）になりたいよ」で締めれば完璧です。 

 

とはいうものの、私は宿舎の暮らしが悪いとは正直そこまで思っていません。昨年の 8 月

から宿舎に住み始めましたが、青春の思い出が詰まった場所です。 

 

宿舎の玄関前で出会った大学最初の友人。 

６畳の一室に８人で集まって、段ボールを机にして暴飲暴食をした思い出。 

宿舎民同士で集まって、初めて「桃鉄」（Wii のすごろくゲーム）で徹夜。次の日の１限

は３人そろって相当眠かったけれどまたそれも思い出です。 

「ゴキブリが出た！」と召集が掛ったことも。か弱い女子２人でなんとか仕留めた後の一

杯（お茶）はとてもおいしかったです。 

夜な夜な集まって恋バナに花を咲かせるのは恒例行事。「〇〇さんに進展があったらし

い」となればだれかの部屋に集まって会議が開かれます。実際話し合ったことが役に立っ

たことはいまだありません。 

 

夏の学生宿舎（昨年撮影） 



それでも昨年の宿舎は静かな日が続いていました。コロナ禍により、新入生の一斉入居が

中止され、４月から９月の分散入居となったからです。４月から入居した人はただただ孤独

だったと聞いています。思い描いていた宿舎ライフとは違っていたために早々に引っ越し

た人もいるようです。なんとなく、空き部屋の多い１年でした。一斉入居もやどかり祭もな

かったため、しばらくの間歓迎してくれる上級生に会うこともありませんでした。 

 

今年は例年通り４月の一斉入居となり、大勢の新入生が手続きのために集まっていまし

た。今や駐輪場の自転車もあぶれています。桶を持って平砂浴場に通う人も以前より見られ

ます。ゴミ捨て場のゴミの量も段違いに多くなりました。 

 

宿舎の玄関前で初対面らしき１年生２人が恭しく挨拶をしている姿を見て、昨年の自分

を思い出しました。彼女たちは宿舎でどんな思い出を作っていくのでしょう。宿舎に住む１

年生に、住み心地はどうかと聞くと、「思っていたよりひどくない」「快適だ」等の声が聞か

れます。今のところ不満は聞いていません。楽しい宿舎生活を送ってくれればと先輩として

思う限りです。 

 

宿舎の窓から 

 

１年生が宿舎での生活に期待を膨らませる（？）中、私は宿舎で２度目の夏を迎えます。

夏が始まると部屋に虫が湧いてきます。トイレやシャワーに行くために熱い室外に出なく

てはなりません。それなのにベランダはないから洗濯物をお天道様の下で乾かせないので

す。ああ、早くアパ民になりたいよ。 

 

（人文・文化学群 比較文化学類２年 山田優芽） 

 



 

 「学費」、「人権」、「ITF.」……。読者のみなさんは、これらの言葉を筑波大生がどのよう

な意味で使っているかご存じでしょうか。筑波大の「キャンパスことば」を集めた『筑波大

学キャンパスことば集』が２月１日に刊行されました。筑波大附属図書館の中央図書館と図

書館情報学図書館、つくば市立中央図書館などに配架されており、閲覧や貸し出しができま

す。また、ことば集の内容はウェブサイト（https://sites.google.com/view/tkbcampuskotoba）

でも閲覧できます。 

 キャンパスことばとは、大学生が生活を送る中で日常的に使う、学生ならではの言葉を指

し、若者言葉や集団の中で使われる言葉の一種です。国立国語研究所の朝日祥之准教授は、

キャンパスことばには大学への帰属意識を高める機能があると指摘します。実際にことば

集には、全国の大学で見られる言葉だけでなく、筑波大固有の言葉が多く収録されています。

例えば、「アパ民」と「宿舎民」がこれにあたります。ことば集から以下の通り引用します

（なお、括弧内の数字はアクセントを表します。詳しくはことば集をご覧ください）。 

 

  アパみん [2] [0] 【アパ民】（名）アパートに住んでいる学生を指す。「―の友人の家で

飲み会をする」 

  しゅくしゃみん [3] 【宿舎民】（名）筑波大学の学生宿舎に入居している人のこと。 

 

 筑波大生は、大学周辺に住む学生を住む場所によって「アパ民」と「宿舎民」を区別しま

す。宿舎に関する語彙が豊富なのも、国公立大学では最大規模の学生宿舎を持つとされる筑

波大ならではだと言えるのではないでしょうか。 

 

２月１日に刊行された『筑波大学キャンパスことば集』 



 ことば集編纂（へんさん）のきっかけは、昨年度春学期に開講された「日本語学特講-ｂ」

でした。授業を担当した朝日准教授は昨年 5 月、受講生に筑波大で使われているキャンパ

スことばを集める課題を出しました。その結果、100 語を超えるキャンパスことばが集まり

ました。また、集まった言葉を五十音順に並べ、まとめたファイルを共有したところ、語釈

（言葉の意味の解釈）や表記に手を入れ始めた受講者がいたそうです。当初は紙媒体での刊

行は予定していませんでしたが、朝日准教授が編纂するメンバーを募集したところ、辞書作

りに興味がある学生が名乗りを上げたため刊行を目指すことになりました。これを受け、6

月からはオンライン会議システム「Zoom」を活用して、朝日准教授と参加を希望した人文

学類生３人で正式に編纂が進められることになりました。また、アクセント監修として那須

昭夫准教授（人社系）が加わり、今年 1 月まで作業が続けられました。かくいう私もメンバ

ーの 1 人として語釈やアクセントの検討、表記の統一などに携わりました。客観的な語釈

の検討や、「現在の筑波大学に通う大学生が使う」アクセントの判定などに苦労させられな

がらも、作業は今年１月まで続きました。 

 刊行に先立って 10 月には、筑波大の広報刊行誌「筑波大学新聞」で「筑波発！キャンパ

スことば」が始まりました。この連載企画は、語釈だけでなく写真や執筆者独自の解説を交

えてキャンパスことばを紹介するもので、SNS（ネット交流サービス）上でも反響がありま

した。 

 
初回の「筑波発！キャンパスことば」で取り上げられた「学費」。 

（提供：筑波大学新聞） 

  



約９カ月編纂作業に取り組む中で発見もありました。それは「キャンパスことばは、必ず

しも普遍的なものではなく変わりゆくものだということ」でした。一般的にキャンパスこと

ばは世代を超えて受け継がれていくイメージがありますが、実際には語釈やアクセントな

どが変化していた例がありました。朝日准教授は「『陸の孤島』と呼ばれた時代と現在とで

は学生が置かれた環境が違うため、キャンパスことばも変化する部分もあるだろう。過去の

キャンパスことばを知るには卒業生の情報提供が欠かせないため、ぜひ協力してほしい」と

話しました。 

 また、朝日准教授は、ことば集を紙媒体で刊行し、図書館に入れるという目標を達成する

ことができたとしつつも「まだ出発点に過ぎない」と語ります。人文学類の学生が中心に作

ってきたため、理系の学類で使われている言葉が少なく、それらを拡充する必要があるから

です。今後は情報提供を受け、ウェブサイトで情報を更新していく方針だそうです。 

 さて、冒頭に上げた三つのキャンパスことばですが、ぜひウェブサイトで語釈や用例など

を確認してみてください。知っていたはずの言葉でも、思ってもみなかった発見があるかも

しれません。 

 

「筑波大学キャンパスことば集」 

ウェブサイト 

https://sites.google.com/view/tkbcampuskotoba 

 

問い合わせ 

tkb.campus@gmail.com 

 

情報提供 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfTte4iInkR11yh7TU9A4n0bi-

06E4rswk74ms-Hn7NjnPD-A/viewform 

 

（人文・文化学群人文学類４年 西村大祐） 

 

 

あなたにとって筑波大の思い出の場所はどこでしょうか？石の広場、平砂学生宿舎、文化

系サークル館．．．．．．。思い浮かぶ場所は、人それぞれ違うと思います。「一の矢テニスコー

ト」もその一つではないでしょうか？ 

 一の矢テニスコートは、名前の通り一の矢学生宿舎の近くにあります。３つのコートを持

ち、自然豊かな木々に囲まれたそのテニスコートは、筑波大開学当時（1973 年）から学生

たちを見守ってきました。筑波大学硬式テニス愛好会 FOREST は、1980 年の発足以来、約

https://sites.google.com/view/tkbcampuskotoba
mailto:tkb.campus@gmail.com
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfTte4iInkR11yh7TU9A4n0bi-06E4rswk74ms-Hn7NjnPD-A/viewform
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfTte4iInkR11yh7TU9A4n0bi-06E4rswk74ms-Hn7NjnPD-A/viewform


40 年にわたりこのテニスコートを拠点に活動しています。同愛好会の OB、井上隆智さん

（2002 年度卒）は「テニスコートに行けば、必ず誰かいました。テニスはもちろん、楽し

い思い出しかありません」。と当時を振り返ります。――授業の合間や放課後、学生が続々

とコートに集まりテニスに汗を流す。練習が終わってもコートに残り、授業の課題から、バ

イト先、恋愛事情までとりとめのない話に花を咲かせる――。一の矢テニスコートは、まさ

に学生たちにとって憩いの場所であり、青春を謳歌した思い出の場所でした。それは今年で

設立 41 年を迎えた FOREST の学生たちにも引き継がれることでしょう。 

 

 しかし、そんなテニスコートが危機を迎えています。完成から約 50 年、テニスコートは

老朽化が進んでいます。コートのひび割れはプレー中に足を取られ転んでしまう危険性が

あり、またコート表面の凹凸（おうとつ）は、バウンドするボールの動きを不規則にさせま

す。他にもネットの破れやコートを仕切るフェンスの劣化など問題は山積みです。現役で活

動する学生の多くは「一の矢でプレーするくらいなら外部のコートで練習するか」と思った 

ことがあるといいます。 

コート表面にひびが入り、ネットも破けている一の矢テニスコート 

（筑波大学硬式テニス愛好会 FOREST 提供） 

 

 昨年 9 月、仕事でたまたま筑波大に立ち寄った井上さんは、一の矢テニスコートの現状

を目の当たりにし、大きな衝撃を受けました。「自分たちが青春を謳歌したように、後輩た

ちには一の矢テニスコートでたくさん思い出を作ってほしい。そのためには安全で新しい

コートに作り直す必要がある」。井上さんのその思いから、「筑波大学『一の矢コート』改修

プロジェクト」がスタートしました。改修にあたって、井上さんは OB・OG 会を創設し、

歴代の会長から意見を求めました。また、昨年 10 月から２時間の定期ミーティングを毎月

２回行い、OB・OG と現役の学生とが意見交換を行いました。多くの意見を一つにまとめ

ることが大変だったと井上さんは話します。議論の結果、資金調達方法はクラウドファンデ



ィングに決定しました。 

 5 月 24 日現在で延べ 397 人が参加し、目標金額の 1200 万円のうち、958 万 9000 円が集

まっています。集まった資金は、金額に応じて 

① 目標金額（1200 万円）以下の場合は、コートの簡易的な補修（亀裂埋め）とコートの周

りのみの塗装 

② 目標金額に達した場合はコート３面全ての改修 

③ 目標金額以上の場合は全面改修に加えフェンスの交換などの環境整備 

と、使い道の幅が広がります。また、返礼品も FOREST のロゴ入りＴシャツや FOREST ゆ

かりの地を巡るツアーなど寄付金額に応じて変わります。 

 井上さんは「FOREST の OB・OG だけでなく、多くの人に寄付してほしいと考えていま

す。一の矢テニスコートのように、筑波大生の思い出の詰まった場所の中で改修が必要な場

所はまだあると思うので、今回のプロジェクトが成功例となればうれしいです」と話します。 

 あなたの思い出の場所が、後輩の思い出の場所に。 

 一の矢テニスコート改修プロジェクトを応援してみませんか？ 

 

筑波大学『一の矢コート』改修プロジェクト」 

ウェブサイト 

https://farm-sportsfunding.com/projects/view/100 

 

（人文・文化学群 比較文化学類２年 天野隼太） 

 

 

 

■1B 棟・1C 棟の改修工事 

第一エリアに響いていた槌音は今年の春の訪れと共にひとまずの終わりを告げたようで

す。 

筑波大学の中心部、第一エリアに位置し、主に人文学類と社会学類の授業が行われる 1B

棟と 1C 棟は、昨年の８月末から、今年の３月末にかけて改修工事を行っていました。この

工事は、総工費約 13.5 億円の巨費をかけて、両棟合わせて延べ面積 7692 ㎡にも及ぶ建屋

全域を改修する大規模なものでありました。以前には同じく第一エリアにあり、人文社会エ

リア支援室や数理物質エリア支援室、第一エリア食堂が入る 1A 棟が改修工事を行ってい

て、1B 棟と 1C 棟の工事はそれに引き続いての実施となったわけです。1B 棟・1C 棟をは

じめとした、第一エリアに所在するほとんどの建物は、筑波大学が開学してから２年後の昭

https://farm-sportsfunding.com/projects/view/100


和 50 年（1975）に完成。まさに筑波大学の歴史と共にあったといえます。そして、それか

ら実に 45 年の歳月を経て、今回の大規模な改修工事となったわけです。 

1B 棟・1C 棟と言えば、平成 29 年（2017）に両棟を繋ぐ渡り廊下の屋根が崩落したこと

が、大きく報じられた（「筑波大学新聞」第 340 号参照）のも記憶に新しいですが、今回の

改修工事を経て、学生たちの建物への不安もある程度解消されたように思われます。 

     

 

松美池方面から新 1B 棟・1C 棟を望む    1C 棟に設置された耐震構造（筋交い） 

 

■思い出の中の 1B 棟・1C 棟と改修工事 

昨年度に人文・文化学群人文学類を卒業し、今年度から大学院人文社会科学研究群に在籍

することとなった私にとって、1B 棟・1C 棟は非常に馴染みの深い建物です。そこでは、概

説や演習、フレッシュマン・セミナーといった多種多様な授業が行われ、多くの友人と様々

なことを共に学び、友情を育みました。 

私が４年に進級し、卒業論文の執筆を始めた頃に 1B 棟・1C 棟の改修工事もまた始まり、

そこで授業を受けることは無くなってしまいましたが、卒業論文の資料集めに中央図書館

に向かう際、建物全体に被せられた灰色の防音シートの向こう側から漏れ出す工事の音が

耳に入る度に、この音が無くなる頃には卒業論文を執筆し終わっているんだ、と励まされる

と共に、そのときにはもう卒業か、と寂しさも覚えたものです。 

 

■1B 棟・1C 棟の新しい姿 

工事期間中、工事は耐震補強が行われるだけで建物自体は綺麗にはならない、と私の周り

では専らの噂だったので、大学院入学後、工事の終わった 1B 棟・1C 棟に入ってみて、そ

の綺麗さと便利さに驚きました。工事を担当した施設部によると、この工事は耐震改修の他

に機能改善、環境対策を行い、「安全で安心な教育研究環境を整備する」目的で行われたそ

うです。筋交いの増設等の耐震補強がなされているのはもちろんのこと、教室内や教室外の

学生控室、御手洗いからエレベーターなど目に映るすべてが全く新しいものとなっていま

す。また、１階の出入り口のほとんどにはスロープも設置され、バリアフリー化も達成され

ているように思われました。そして、1C 棟の２階には、今年度の前期日程から新たに導入



された「総合選抜」で入学した学生を受け入れる、総合学域群のアカデミックサポートセン

ターが新設されており、この大学自体の変化も感じることが出来ます。 

間取り等に大きな変更はなく、旧くからの姿を維持しながらも、1B 棟・1C 棟は確かにそ

の様相を新たにしていました。生まれ変わった 1B 棟・1C 棟は、これからも筑波大学、そ

して私たち学生と共に在り続けます。 

 

綺麗になった学生控室とエレベーター    総合学域群アカデミックサポートセンター 

 

（人文社会科学研究群 人文学学位プログラム 1 年 加藤総一朗） 

 

 

この原稿を書いている 5 月初め、目線を上に向けると若葉の緑色があふれる生き生きし

た光景が目に入り、目線を下に向けると田んぼに張られたての水が空を映す爽やかな風景

が目に写ります。しかし、新型コロナウイルス感染症蔓延防止のため、大学生に向けられた

外出自粛を求める視線は以前と変わらず、むしろ以前よりも厳しく向けられています。 

 

こんなにも過ごし良い季節なのに、自宅に引きこもって食べて寝て動画を見ての生活（い

わゆる「巣ごもり」）を繰り返すのは、「お天道様に申し訳ない！」ということで、外に散歩

に出てみたいと思います。散歩のテーマは「意外と知らない筑波大学周辺」です。筑波大学

に通う学生が自転車でしこたま走り回った「天久保」や「春日」、「桜」以外にも筑波大学周

辺には魅力的な場所がたくさんあります。 

今回は筑波大生には、意外と馴染みの薄い「妻木
さ い き

」を歩いてみたいと思います。妻木は、

筑波大学から平塚線を東に進み、東大通りを 2.5 キロほど南に走ったところ、自転車で 15

分、歩きで 30 分というところでしょうか（①）。 

 



 

 

①妻木の位置(枠内)（Google マップより筆者が一部加筆） 

 

妻木はとてものどかな風景を残す地域です。主要な産業は農業で、コメや、白菜やキャベ

ツ・ネギなどの野菜が栽培されています。しかし、過去にはこれらの普段食べている野菜以

外の作物も栽培されていたことはご存知でしょうか。 

1980 年代にかけてまではタバコの葉、養蚕に用いる桑の葉などが栽培されていました。

しかし、現在では、需要の減少からそうした作物はほとんど栽培されなくなっています。 

以前は栽培されていた作物に代わって積極的に栽培されるようになったものが、芝です。

芝が積極的に栽培されるようになった背景は 2 つあります。一つは、妻木の住民の高齢化

です。芝は、いわゆる「省力的作物」で、粗放で比較的栽培に手がかからないため、お年を

召した方でも管理が容易です。二つ目は需要の増加です。全国的なゴルフブームによって多

く作られていたゴルフ場や、研究学園都市として発展途中にあったつくば市で、芝の需要が

高まっていました。これらの需要の高まりを受けて、需要が減少していた従来の作物から、

芝へと栽培する作物の転換を図る農家が増えたのです。 

こうして、かつてはタバコの葉や桑が積極的に栽培されていた妻木では、従来から栽培さ

れていたコメやキャベツや白菜に加えて、芝も栽培されるようになりました。ちなみに、現

在では、つくば市は全国的にも有名な芝の産地として、全国の 50%以上の芝を生産してい

ます（②）。 

 



 

②芝畑の様子（5 月 20 日撮影） 

 

さて、そんな長閑な風景を歩いていると目に入るのが「妻木神社」です（③）。妻木神社

は、厳かな雰囲気の鎮守の森に囲まれて畑の中に鎮座しています。旧来より妻木の中心にあ

るように見える妻木神社……。いつから、妻木にあり、なにがきっかけで建立されたと思い

ますか？ 

 

 

③妻木神社（5 月 5 日撮影） 

 

答えは 1970 年です。建立のきっかけは 1963 年に筑波研究学園都市の建設の決定です。

この計画が進んでいくなかで、新治郡桜村（現つくば市）の事業として妻木研修センター

（④）が設置され、それを契機 1970 年、同じく妻木の集落内の諏訪神社、鹿島神社、天神

社を合併し、諏訪神社境内で合祀祭を行い妻木神社が創立されるに至りました。これは私自

身も、神社に掲げられていた妻木神社の由来（⑤）を見て初めて知りました。研究学園都市

構想が始まった 1960 年代に具体的にどのような動きが妻木の集落であって、集落内の宗教

施設が合祀されるようになったのか、詳しいことは今回は分からず今後の課題としますが、



「妻木神社」とても興味が惹かれました。 

 

④妻木研修センター（5 月 5 日撮影） 

 

⑤妻木神社の由来（5 月 5 日撮影） 

 

さて、今回は妻木の農業と信仰に注目して散歩してみました。最後にお気に入りの 1 枚

を載せて筆をおきたいと思います。あいにくの曇り空ですが、長閑な農村景観と、その間か

ら覗く科学的なロケットのコントラストがつくばの魅力ですよね（⑥）。 

 

 
⑥筆者のお気に入りの場所（5 月 20 日撮影） 
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（生命地球科学研究 地球科学学位プログラム 1 年 中村瑞歩） 

 

 

 

 

ペデじゃーなる春号をお読みいただきありがとうございました。新型コロナウイルスが

世界に、世間に、そして私たちの学生生活に猛威を振るい始めて 2 年目の春が終わりまし

た。そんななかでも、私たちの学生生活は変わらず続いています。 

今号では、変わらず学生の中心にある「宿舎」、変わりゆく「キャンパスことば」、今年 3

月に生まれ変わった「1B 棟・1C 棟」、一の矢テニスコート改修の「クラウドファンディン

グ」、移り変わる「筑波大学周辺の散策」を紹介いたしました。 

さて、申し遅れましたが今年度から新しく編集長を務める中村です。4 月からメンバーの

ほとんどが入れ替わり新体制のスタートとなりました。新体制になっても、変わりそうで変

わらない、でもちょっとだけ変わる学生生活をお届けしようと思います。1 年間よろしくお

願いします。 

（生命地球科学研究群 地球科学学位プログラム 1 年 中村瑞歩） 

 

 

 



 

○卒業生×学長 オンライン飲み会 

 

 

「学長と卒業生のオンライン飲み会」 初めて聞いたとき、卒業生の皆さんは何を思いま

すか？「何それ？面白そう。」と思う方もいることでしょうが、「学長と話すことなんてない。

何話したらいいか分からない。」と思う方が大半でしょう。 

 オンライン飲み会では、参加者が自己紹介をした後に学長に質問をしています。学長はど

の質問にも楽しく回答し、最終的に他愛のない会話で締めくくられるのが恒例になってい

ます。参加した方からは「楽しめた」「また参加したい」などの感想も多く、思ったよりも

参加しやすかった印象です。 

これまでに出された質問は「学長の夢・目標は何ですか？」「最近買ったものは何ですか？」

「きゅんとした出来事は何ですか？」などくだけたものから、「大学の経営ビジョンは何で

すか？」や「こんな大学になってほしい」と真面目なものまで様々です。 

この飲み会は昨年 12 月から開始し、5 月末現在で合計約 20 組、延べ約 150 名にご参加い

ただきました。これをきっかけに数十年ぶりに友人と顔を合わせたという方もいれば、海外

から参加される方も多いです。 

是非、あなたも旧友と再会がてら学長と「つくばトーク」をして、学生時代の思い出や近況

報告、学長へのプライベートな質問などで盛り上がってみませんか。 

▼詳細、日程の確認等はこちら▼ 

（Japanese） 

https://hcd.sec.tsukuba.ac.jp/tsukubaonline/ 

https://hcd.sec.tsukuba.ac.jp/tsukubaonline/


(English) 

https://hcd.sec.tsukuba.ac.jp/tsukubaonline/en/ 

 

 

 

○筑波大学エクステンションプログラム 

筑波大学 STEAM オンライン講座 

～この時代を生き抜く知恵や発想を！～ 

 

百年に一度と言われる感染症の蔓延時代に、社会はどのように対応したのか、またどのよ

うな影響が出たのか、未来はどうあるのか。今、注目されるようになった、人の行動変容・

健康・運動・メンタル・DX などを中心に最強の講師陣たちが集結。それぞれの視点から講

義します。 

▼詳しい内容、申込方法等はこちら▼ 

http://extension.sec.tsukuba.ac.jp/archives/lecture-list/1903 

 

 

○筑波大学附属病院 「睡眠ドック」のご案内 

 

筑波大学附属病院では、平成 29 年４月に予防医学による健康長寿社会の実現のため、 

「つくば予防医学研究センター」を開設し、人間ドックを行っていますが、この度、本年 4

月 1 日から、睡眠を科学的に検査・評価する「睡眠ドック」のサービスを始めました。 

 

背景としては、日本人の 4 人に 1 人が睡眠に悩んでいるという報告があり、睡眠は現代

的な社会問題のひとつとして認識されつつあります。睡眠の問題は自覚が難しいケースも

あり、放置することで生活習慣病や認知症などの健康問題のリスクが高まったり、重大事故

につながったりすることも知られています。 

https://hcd.sec.tsukuba.ac.jp/tsukubaonline/en/
http://extension.sec.tsukuba.ac.jp/archives/lecture-list/1903


 

ご興味のある方は、下記 URL より詳細をご覧ください。 

http://www.yobou.hosp.tsukuba.ac.jp/index.html 

 

「睡眠ドック」を人間ドックのオプションとして筑波大学附属病院つくば予防医学研究セ

ンターと共同開設 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000007.000038776.html 

 

 

 

  筑波大学 公式ホームページ: https://www.tsukuba.ac.jp/ 

  筑波大学 facebook: https://www.facebook.com/univ.tsukuba.ja 

  筑波大学 twitter: https://twitter.com/futureship1 

  筑波大学 Futureship facebook： 

https://www.facebook.com/univ.tsukuba.futureship 
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